
地区番号 南-7 登録番号 14

景観上の価値

　この供養塔は、大正１２年に発生した関東大震災により、崩壊した山道で消息を絶ったとされる南小学校の児童を供

養するため、地域の人々によって建立されました。この場所は、歴史に思いをはせながら丹沢山塊に抱かれた秦野盆地

を一望できるため、多くの市民に親しまれています。

写真

名称 盆地の眺望点「小原の供養塔」

所在地 平沢１８０６番１ 登録年月日 平成20年11月1日


